
9月に入り多少涼しい風が吹くようになりましたが、

８月は連日、熱中症警戒アラートが発令され、飯田市

も猛暑日が続いていました。屋外での発掘調査だけで

なく、暑さ対策として土器の洗浄も行いながら作業を

進めました。

正泉寺遺跡 発掘だより
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長野県埋蔵文化財センター

夏の発掘作業進行中

7区

4区

組合回覧

７区の調査を継続中です。平安時代の竪穴建物跡が40軒以上みつかっています。すでに

調査が終了した4区以上に竪穴建物跡の重なりが激しくなっており、調査区のどこを掘っ

ても遺構がみつかる状況が続いています。また、直径50～60cmほどの円形の土坑を数基

検出しました。掘立柱建物跡の柱穴の可能性も考えられます。

7区の調査のようす

たてあな

ほったてばしら

どこう



長野県埋蔵文化財センター 飯田支所

〒395-0151 飯田市北方297-5 

電 話：0265-49-0736

メール：maibun@naganobunka.or.jp    

H   P ：https://naganomaibun.or.jp/

担 当：長谷川/丸山/藤原/髙橋

調査区域内には危険な
場所もありますので、許可なく
立ち入らないようにお願いします。
調査中であれば、ご説明いたし
ますので、お気軽にお声掛け

ください。

カマドの想定図

竪穴建物が重なってみつかったようす
竪穴建物が3軒重複してほぼ同じ場所に建てられて
いました。
当時の人々は同じ場所に長い時間居住していたの
でしょうか。
青→黄→赤(11世紀ごろ)の順に新しくなっていま
す。

引用『三角原遺跡』長野埋文 2005

インターンシップ生の発掘調査の参加
大学生、大学院生が発掘調査に参加してい
ます。大学の授業で学んだことと、現場で
実際に体験することは様々なギャップや新
発見があるようです。
2週間ほどの期間ですが実りのある経験に
なるといいですね。

このカマドで何を
調理していたのかな

竪穴建物跡につくられたカマド

差し替え

このカマドには支脚石、袖石が残っていて、土
器が多く出土しました。石を芯としてやや粘り
のある黄色の土で作られたカマドの構造を観察
することができます。カマドの中は橙色に土が
焼けていて、火が焚かれた部分がはっきりとわ
かります。

しきゃくいし

１１月8日(土)に現地説明会を計画しています。詳細は後日お伝えします。

そでいし
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